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§６ 垂直条件 

Ｈ６.１ 
(1)  AH , BHx yとおくと、

CH BC BH 5 y   
である。

△ABHにピタゴラスの定理を用いて、
 2 2 2AB AH BH

∴ 2 2 27 x y   ······································· ①
△ACHにピタゴラスの定理を用いて、

 2 2 2AC AH CH
∴ 2 2 28 (5 )x y    ······························· ②

① ②より、
2 249 64 (5 )y y     ······················· ③

③を解くと、
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なので、①より
2 249 1 48x   

∴ 4 3 ( 0)x  
よって、

AH 4 3 , BH 1 , CH 5 1 4    

(2) △ACHは
AHC 90∠

AC : CH 8 : 4 2 : 1 
より、 ,60 930 , 0  の三角定規の形である
と分かる。よって、

ACB ACH 60 ∠ ∠

Ｈ６.２ 
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ABCDは長方形なので AB BC  ···· ①
ABFEは長方形なので AB BF  ···· ②
BC, BFは平行でないから、①, ②より、

AB BCGF面  ∴AB BG

と分かる。直角三角形 ABG に注目する
と、△ABGと△APBにおいて

ABG APB∠ ∠ （ 90 ）
BAG PAB∠ ∠ （共通）

∴ ABG APB△ ∽△ （二角相等）

対応辺の比は等しいので、

AG : GB AB : BP  ··························· ③
GBは長方形 BFGCの対角線なので、ピ
タゴラスの定理より、

2 2 2 2 2GB BF FG 3 6 45    
△ABGにピタゴラスの定理を用いて、

2 2 2 2AG AB BG 4 45 61    

∴AG 61 ( 0) 
したがって、③より、

61 : 3 5 4 : BP

∴
3 5 4 12 5 12 305

6161 61
BP
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まず、CQを求めよう。
(1)と同様にCG CB , CG CD より、

CG ABCD面  ∴AC CG

である。CQは Cから AGへ下ろした垂
線だから、やはり(1)と同様に、

ACG CQG△ ∽△ （二角相等）

∴AG : AC CG : CQ  ······················· ⑤

ACは長方形 ABCDの対角線なので、ピ
タゴラスの定理より、

2 2 2 2 2AC AB BC 4 6 52    

∴AC 2 13 ( 0) 
したがって、⑤より、

61 : 2 13 3 : CQ

∴
2 13 3 6 13
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  ···················· ⑥
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次に、DRを求めよう。
(1)と同様にAD DC , AD DH より、

AD CDHG面  ∴AD DG
である。

DRはDからAGへ下ろした垂線だから、
やはり(1)と同様に、

ADG DRG△ ∽△ （二角相等）

より、
AG : AD DG : DR

61 : 6 5 : DR

∴
6 5 30

6
DR

1 61


  ························· ⑦

以上、④, ⑥, ⑦より、

6 2 5 6 13 6 5
BP : CQ : DR= : :

61 61 61

2 5 : 13 : 5

20 : 13 : 25
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Ｈ６.３ 
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ABCDは長方形なので MはA, Cの中点
である。△OACはOA OC の二等辺三角

形だから、中線 OMは Oから ACへ下ろ
した垂線と一致する。

OM AC  ····································· ①
同様に、Mが B, Dの中点で、△OBDが
OB OD の二等辺三角形であることか

ら、

OM BD  ····································· ②
ACとBDは平行でないから、①, ②より、

OM ABCD面   ·························· ③
(q.e.d.) 

(2) ③より、ABCDを底面とみたときの四角
錐 O-ABCDの高さは OMである。
まず、△ABCにピタゴラスの定理を用い
て、

2 2 2
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5 3 34

 

  

AC 34 ( 0)  
したがって、

1 34
AM AC

2 2
 

次に、△OMA にピタゴラスの定理を用
いて、

2 2 2OA OM AM 
2 2 2
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OM OA AM

34 34
4 16
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したがって、O-ABCDの体積は
1

(ABCD ) OM
3

1
= AB×BC×OM

3
1 30

= 5 3
3 2

5 30
2

 



  



の面積


